
姫
路
駅
に
到
着
し
て
、
改
札
口
を
出
る
と
、
乗
車
証
明

書
の
持
参
に
よ
り
フ
リ
ー
パ
ス
で
し
た
。
姫
路
の
町
は
、

駅
前
を
は
じ
め
す
っ
か
り
焦
土
と
化
し
て
お
り
、
大
変
驚

き
ま
し
た
。
姫
路
城
は
、
そ
の
姿
を
残
し
て
い
て
、
焼
け

跡
に
一
本
の
煙
突
が
異
様
に
目
に
付
き
ま
し
た
。
そ
れ
は

銭
湯
の
焼
け
残
り
で
し
た
。
町
の
住
宅
跡
は
ブ
ロ
ッ
ク
塀

が
崩
壊
し
、
水
道
の
蛇
口
か
ら
は
水
が
出
っ
ぱ
な
し
で
駅

前
通
り
は
哀
れ
な
姿
で
し
た
。

復
員
の
時
、
水
兵
姿
で
、
約
十
キ
ロ
の
衣
嚢
を
背
負
い
、

衣
類
、
米
な
ど
を
担
ぎ
、
姫
路
市
砥
堀
の
実
家
ま
で
六
キ

ロ
の
道
を
と
ぼ
と
ぼ
歩
き
な
が
ら
、
実
家
は
ど
う
し
た
か
、

不
安
な
気
持
ち
で
し
た
。
姫
路
市
野
里
の
陸
軍
兵
舎
跡
近

く
の
家
ま
で
あ
と
二
キ
ロ
の
地
点
で
、
通
り
過
ぎ
る
タ
ク

シ
ー
の
運
転
手
か
ら
「
兵
隊
さ
ん
、
良
か
っ
た
ら
乗
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
い
わ
れ
て
、
戦
争
が
終
わ
っ
た
直
後
の
荒

廃
し
た
中
で
、
人
情
あ
る
人
と
の
出
会
い
が
、
大
変
嬉
し

く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

戦
争
で
亡
く
な
ら
れ
た
多
く
の
方
々
の
、
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

艦
船
護
衛

そ
の
生
と
死

石
川
県

島

野

広

私
は
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
十
月
一
日
、
石
川
県

石
川
郡
石
川
村
字
水
島
（
白
山
市
水
島
町
）
で
父
利
吉
の

三
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
家
業
は
農
業
で
水
田
三
町

歩
を
耕
作
、
四
人
兄
弟
の
三
番
目
で
し
た
。
家
は
自
作
農

家
と
し
て
恵
ま
れ
た
家
庭
に
育
ち
ま
し
た
。
父
は
か
っ
て

は
陸
軍
の
現
役
兵
と
し
て
輜
重
連
隊
に
勤
務
、
金
沢
の
最

初
の
第
九
師
団
長
の
従
卒
を
拝
命
し
た
、
二
期
間
勤
務
の

模
範
兵
で
し
た
。
ま
た
長
兄
は
近
衛
第
一
連
隊
に
勤
務
し

て
い
ま
し
た
。

昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
十
二
月
八
日
の
大
東
亜
戦

争
開
戦
時
は
石
川
県
立
松
任
農
業
学
校
在
学
中
で
し
た
が
、

最
初
の
繰
上
げ
卒
業
と
な
り
、
残
り
三
カ
月
の
授
業
料
を

前
納
し
て
、
慌
し
く
同
年
十
二
月
二
十
三
日
に
卒
業
と
な

り
ま
し
た
。

昭
和
十
七
年
五
月
一
日
、
在
学
中
に
受
験
し
ま
し
た
海
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軍
志
願
兵
と
し
て
、
舞
鶴
海
兵
団
に
入
団
し
ま
し
た
。

兵
科
は
主
計
兵
で
、
昭
和
十
八
年
三
月
に
、
中
国
南
京

の
警
備
隊
の
附
属
艇
「
海
十
九
号
」
の
乗
組
員
と
な
り
、

主
計
と
し
て
調
理
を
担
当
し
ま
し
た
。

昭
和
十
八
年
六
月
、
舞
鶴
海
兵
団
付
と
な
り
、
同
年
七

月
に
は
駆
逐
艦
「
藤
波
」
の
艤
装
員
付
と
し
て
派
遣
さ
れ

ま
し
た
。

駆
逐
艦
「
藤
波
」
は
七
月
三
十
一
日
、
舞
鶴
の
藤
永
田

造
船
所
で
竣
工
と
な
り
、
第
一
艦
隊
第
十
一
水
雷
戦
隊
に

編
入
に
な
り
ま
し
た
。「
藤
波
」
は
同
年
八
月
二
十
日
に

は
第
三
十
二
駆
逐
戦
隊
に
編
入
さ
れ
、
さ
ら
に
九
月
に
は
、

第
二
艦
隊
第
二
水
雷
戦
隊
と
し
て
横
須
賀
よ
り
瀬
戸
内
海

ま
で
戦
艦
「
山
城
」
の
護
衛
の
任
に
当
た
り
ま
し
た
。

同
年
十
月
十
五
日
、
佐
伯
港
を
出
港
、「
涼
波
」
と
同

行
動
で
陸
軍
甲
支
隊
を
南
洋
諸
島
ポ
ナ
ペ
へ
輸
送
す
る

「
十
二
号
作
戦
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
艦
隊
主
力
艦
は
、

戦
艦
「
山
城
」「
伊
勢
」
そ
れ
に
空
母
「
雲
鷹
」「
隼
鷹
」

な
ど
で
、
行
動
を
共
に
し
た
作
戦
で
し
た
。

同
年
十
一
月
五
日
、
ラ
バ
ウ
ル
に
着
き
ま
し
た
が
、
米

軍
機
の
雷
爆
撃
を
受
け
て
損
傷
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
れ

は
右
舷
中
ほ
ど
に
魚
雷
が
命
中
し
、
重
油
タ
ン
ク
に
幅
二

セ
ン
チ
、
長
さ
十
二
セ
ン
チ
の
亀
裂
が
発
生
し
、
自
艦
で

は
修
理
不
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
十
一
月
十
一
日
に
は
、
再
び
米
軍
機
の
空
襲

を
受
け
、「
藤
波
」
に
は
被
害
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

僚
艦
「
涼
風
」
が
沈
没
し
て
い
ま
す
。
十
三
日
に
は
巡
洋

艦
「
阿
賀
野
」「
能
代
」「
早
波
」
な
ど
の
護
衛
の
任
に
当

た
り
、
十
五
日
に
ト
ラ
ッ
ク
島
に
入
港
し
ま
し
た
。

二
十
四
日
に
は
ト
ラ
ッ
ク
島
を
出
港
し
、
ク
エ
ゼ
リ
ン
、

ヤ
ク
ー
ト
、
ル
オ
ッ
ト
島
な
ど
を
巡
航
し
、
こ
こ
で
陸
軍

甲
支
隊
二
千
人
を
そ
れ
ぞ
れ
こ
れ
ら
の
諸
島
に
配
備
し
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
作
戦
に
は
第
十
四
戦
隊
の
「
那
河
」「
五

十
鈴
」「
長
良
」
な
ど
の
軽
巡
洋
艦
が
参
加
、
も
ち
ろ
ん

「
藤
波
」
も
「
能
代
」
に
率
い
ら
れ
て
参
加
す
る
な
ど
、

内
南
洋
と
内
地
と
の
間
の
船
団
護
衛
に
当
た
り
ま
し
た
。

か
く
し
て
同
年
十
二
月
七
日
、
サ
イ
パ
ン
に
到
着
、
さ

ら
に
十
九
日
に
は
「
�
崎
丸
」
の
護
衛
を
し
て
ト
ラ
ッ
ク

島
に
入
り
ま
し
た
。
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昭
和
十
九
年
一
月
二
日
、「
戊
二
号
輸
送
作
戦
」
が
発

令
さ
れ
、
陸
軍
の
独
立
混
成
第
一
連
隊
を
カ
ビ
エ
ン
に
輸

送
し
ま
し
た
。
十
日
に
は
戦
艦
「
大
和
」
を
護
衛
し
て
僚

艦
「
朝
雲
」
と
共
に
内
地
へ
向
け
出
発
し
ま
し
た
。
こ
の

「
大
和
」
は
先
の
「
戊
号
輸
送
作
戦
」
中
、
雷
撃
に
よ
る

損
傷
を
受
け
た
の
で
す
。
ま
た
航
路
の
途
中
、
米
潜
水
艦

に
発
見
さ
れ
、
そ
の
追
尾
を
全
速
で
振
り
切
っ
て
難
を
逃

れ
た
の
で
す
。

こ
う
し
て
一
月
十
五
日
に
は
呉
軍
港
に
入
港
し
、
ド
ッ

ク
に
て
修
理
、
整
備
を
受
け
ま
し
た
。

続
い
て
二
月
四
日
、横
浜
よ
り「
三
二
〇
六
船
団
護
衛
」

の
任
に
当
た
り
ま
し
た
。

船
団
は
「
暁
天
丸
」「
辰
羽
丸
」「
瑞
海
丸
」「
隆
海
丸
」

「
新
京
丸
」
な
ど
で
、
陸
軍
の
第
五
十
二
師
団
の
九
千
人

が
乗
船
し
て
お
り
ま
し
た
。
二
月
十
七
日
、
ト
ラ
ッ
ク
島

ま
で
あ
と
一
日
と
い
う
海
域
で
「
暁
天
丸
」
が
被
雷
で
沈

没
、
直
ち
に
生
存
者
の
救
助
に
当
た
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
「
辰
羽
丸
」「
瑞
海
丸
」
も
米
空
母
か
ら
の
艦

載
機
に
よ
る
雷
撃
、
爆
撃
に
よ
り
沈
没
し
、
二
手
に
分
か

れ
て
ト
ラ
ッ
ク
島
へ
向
か
い
ま
し
た
。

一
方
、「
新
京
丸
」
も
三
月
二
日
に
撃
沈
さ
れ
、
輸
送

中
の
兵
員
九
千
人
の
う
ち
救
助
さ
れ
た
者
は
僅
か
に
千
八

百
人
と
い
う
惨
状
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
翌
二
月
十
八
日
、
ト
ラ
ッ
ク
島
に
入
港
し
ま

し
た
が
、
島
の
環
礁
は
前
日
の
米
機
の
い
わ
ゆ
る
「
ト
ラ

ッ
ク
島
大
空
襲
」
に
よ
り
全
く
惨
憺
た
る
も
の
で
あ
り
ま

し
た
。
二
月
二
十
日
、
空
爆
で
損
傷
を
受
け
た
「
明
石
」

を
護
衛
し
て
二
十
四
日
に
は
パ
ラ
オ
に
入
港
し
ま
し
た
。

ま
た
二
月
二
十
六
日
、
宇
品
港
を
出
港
、
二
十
九
日
、

沖
大
東
島
の
南
南
東
二
百
二
十
キ
ロ
付
近
で
雷
撃
を
受
け

火
災
を
起
こ
し
撃
沈
さ
れ
た
日
本
郵
船
所
属
の
「
埼
戸

丸
」
の
救
援
に
「
早
波
」
と
共
に
行
き
ま
し
た
。
こ
の
「
埼

戸
丸
」
に
は
陸
軍
の
満
州
よ
り
転
用
さ
れ
た
名
古
屋
編
成

の
第
二
十
九
師
団
（
雷
部
隊
）
二
千
三
百
五
十
人
が
乗
船

し
て
い
ま
し
た
。

昭
和
十
九
年
三
月
二
十
九
日
、
戦
艦
「
武
蔵
」
が
出
港

の
直
後
に
雷
撃
に
遭
い
ま
し
た
。僚
艦
の
駆
逐
艦「
白
露
」

「
満
潮
」
と
共
に
護
衛
し
て
、
四
月
二
日
に
呉
軍
港
に
入
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港
し
ま
し
た
。

次
の
船
団
護
衛
は
四
月
二
十
一
日
、
十
六
隻
と
い
う
大

船
団
で
、
陸
軍
の
第
三
十
二
師
団
を
ダ
バ
オ
に
、
第
三
十

五
師
団
を
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
へ
の
輸
送
で
し
た
。
第
三
十
二

師
団
は
「
楓
」
部
隊
で
中
国
の
山
西
省
か
ら
、
第
三
十
五

師
団
は
「
東
」
部
隊
で
同
じ
く
中
国
か
ら
の
転
用
の
部
隊

で
、
船
団
は
上
海
沖
に
集
結
、
出
航
し
ま
し
た
。

四
月
二
十
六
日
、
ル
ソ
ン
・
ラ
ボ
ラ
ッ
ク
湾
北
西
二
百

キ
ロ
の
海
上
で
山
下
汽
船
所
属
の
「
第
一
吉
田
丸
」
が
被

雷
、
爆
発
、「
藤
波
」
は
乗
船
し
て
い
た
兵
員
二
千
六
百

人
の
一
部
を
救
助
し
つ
つ
マ
ニ
ラ
に
入
港
し
ま
し
た
。

残
り
の
船
団
は
、
五
月
一
日
、
セ
レ
ベ
ス
島
バ
シ
ン
カ

泊
地
に
避
難
し
、
八
日
に
再
出
発
、
九
日
に
ワ
シ
レ
に
到

着
し
ま
し
た
が
、
こ
の
輸
送
に
お
け
る
兵
員
、
装
備
、
物

資
等
の
損
害
は
非
常
に
大
き
く
、
そ
の
後
の
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
方
面
に
対
す
る
作
戦
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

五
月
十
一
日
、
油
田
地
帯
で
あ
る
バ
リ
ク
パ
パ
ン
に
回

航
と
な
り
、
油
槽
船
「
栄
邦
丸
」「
興
川
丸
」「
万
栄
丸
」

な
ど
の
護
衛
を
し
て
十
八
日
に
タ
ウ
イ
タ
ウ
イ
に
入
港
し
、

し
ば
ら
く
こ
こ
で
船
団
護
衛
の
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

六
月
七
日
、タ
ウ
イ
タ
ウ
イ
の
哨
戒
に
出
て
い
た「
早
波
」

が
米
潜
ハ
ー
ダ
ー
の
雷
撃
に
よ
り
沈
没
し
ま
し
た
。

六
月
十
五
日
、「
あ
号
作
戦
」
が
発
動
さ
れ
、
こ
れ
に

参
加
と
な
り
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
マ
リ
ア
ナ
沖
海
戦
で
、
六

月
十
九
日
に
決
戦
の
日
を
迎
え
、
艦
橋
に
は
「
Ｚ
旗
」
が

掲
揚
さ
れ
一
同
奮
い
立
つ
思
い
で
し
た
。
こ
の
海
戦
で
空

母
「
大
鳳
」
が
沈
没
し
ま
し
た
。

こ
の
海
戦
後
の
六
月
二
十
二
日
、
沖
縄
の
中
城
湾
に
入

港
し
ま
し
た
。
翌
二
十
三
日
、
油
槽
船
「
旭
東
丸
」
を
護

衛
し
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
マ
ニ
ラ
に
着
き
ま
し
た
が
、

東
亜
海
運
所
属
の
「
旭
東
丸
」
は
二
十
九
日
に
六
連
島
の

北
西
八
キ
ロ
地
点
で
触
雷
で
沈
没
し
ま
し
た
。

続
い
て
七
月
二
日
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
一
等
駆
逐
艦「
玉

波
」
と
共
に
マ
ニ
ラ
に
向
か
い
ま
し
た
が
、
ル
バ
ン
グ
島

西
方
で
米
艦
載
機
の
攻
撃
を
受
け
、「
玉
波
」
は
轟
沈
状

態
で
、
生
存
者
は
皆
無
の
状
態
で
し
た
。「
藤
波
」
は
同

月
九
日
に
は
マ
ニ
ラ
に
着
き
ま
し
た
。
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七
月
十
九
日
、
呉
入
港
、
八
月
六
日
門
司
港
を
出
港
し

て
次
の
船
団
護
衛
の
任
務
に
就
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
八
月
八
日
か
ら
始
ま
っ
た
「
七
一
船
団
護
衛
」

の
作
戦
で
、
二
十
隻
に
及
ぶ
大
船
団
で
し
た
。
護
衛
の
兵

力
は
空
母
「
大
鷹
」
を
含
め
「
藤
波
」「
夕
凪
」
海
防
艦

五
隻
で
し
た
。
こ
の
船
団
に
は
北
支
に
い
た
陸
軍
の
第
二

十
六
師
団
で
、
華
北
の
治
安
作
戦
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
転

用
と
な
っ
た
名
古
屋
編
成
の
「
泉
」
部
隊
が
乗
船
し
て
お

り
、
こ
の
部
隊
は
十
月
に
は
レ
イ
テ
島
に
配
備
さ
れ
ま
し

た
。そ

の
間
、「
藤
波
」
は
、
八
月
十
五
日
に
馬
公
に
入
港
、

十
七
日
に
同
港
を
出
港
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
翌
十
八
日
、

空
母
「
大
鷹
」
が
沈
没
、
そ
の
他
の
艦
船
に
も
大
き
な
損

害
を
受
け
ま
し
た
。
八
月
十
九
日
に
、
遭
難
者
の
二
千
二

百
六
十
七
人
を
救
助
し
、
二
十
二
日
に
マ
ニ
ラ
に
入
港
し

ま
し
た
。
こ
の
と
き
救
助
さ
れ
た
、
あ
る
連
隊
長
は
、
多

く
の
部
下
を
失
い
、
自
分
一
人
助
け
ら
れ
て
、
船
上
で
男

泣
き
に
泣
い
て
い
た
の
を
見
ま
し
た
。
戦
場
で
の
悲
哀
と

で
も
言
い
ま
す
か
、
な
ん
と
も
い
え
な
い
沈
痛
な
光
景
で

し
た
。

そ
の
後
、
九
月
一
日
に
は
、
さ
ら
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に

入
り
、
リ
ン
ガ
泊
地
で
は
、
現
地
に
お
け
る
集
中
訓
練
を

受
け
ま
し
た
。

そ
う
こ
う
し
て
い
た
十
月
十
一
日
、
艦
隊
は
補
給
、
休

養
の
た
め
再
び
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
セ
レ
タ
軍
港
に
入
港
し
、

十
四
日
に
は
リ
ン
ガ
泊
地
へ
回
航
、
十
八
日
に
は
こ
の
セ

レ
タ
軍
港
よ
り
ボ
ル
ネ
オ
の
ツ
ル
ネ
イ
に
向
け
て
出
撃
し

ま
し
た
。

そ
れ
よ
り
前
、
私
は
、
先
の
七
月
十
九
日
、
呉
軍
港
に

帰
港
時
、
高
等
科
練
習
生
の
制
度
が
新
設
さ
れ
た
の
に
伴

い
受
験
、
そ
の
結
果
、
予
定
者
と
し
て
舞
鶴
海
兵
団
に
入

団
を
命
ぜ
ら
れ
、第
四
補
充
部
に
仮
入
隊
の
た
め「
藤
波
」

の
出
港
前
に
退
艦
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
高
等

科
練
習
生
は
、
特
修
兵
と
し
て
マ
ー
ク
を
着
け
、
各
兵
科

と
も
重
要
な
部
署
に
配
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。長

年
、
乗
艦
し
て
い
た
駆
逐
艦
「
藤
波
」
は
、
私
の
下

艦
後
、
比
島
沖
海
戦
に
参
加
、
シ
ブ
ヤ
ン
海
で
被
爆
し
た

３４７



「
早
瀬
」
の
救
難
に
向
か
う
途
中
、
米
空
母
艦
載
機
の
猛

攻
を
受
け
、
十
月
二
十
七
日
、
シ
ブ
ヤ
ン
海
に
て
沈
没
し

ま
し
た
。
生
存
者
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

こ
の
「
藤
波
」
は
十
二
月
十
日
に
除
籍
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。か

く
し
て
私
は
、
十
一
月
十
七
日
、
練
習
艦
「
香
椎
」

に
便
乗
し
て
舞
鶴
海
兵
団
勤
務
と
な
り
ま
し
た
が
、
幹
部

練
習
生
の
入
校
に
遅
れ
た
た
め
練
習
生
を
取
り
消
さ
れ
ま

し
た
。

昭
和
二
十
年
に
な
っ
て
、
一
月
に
は
舞
鶴
鎮
守
府
司
令

部
勤
務
、
七
月
に
は
舞
鶴
海
兵
団
勤
務
の
ま
ま
終
戦
を
迎

え
、
九
月
に
小
松
航
空
隊
勤
務
を
経
て
、
十
月
に
復
員
い

た
し
ま
し
た
。

今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
、
度
々
の
船
団
護
衛
に
、

敵
潜
の
魚
雷
攻
撃
な
ど
を
受
け
て
沈
没
し
た
輸
送
船
か
ら

脱
出
し
、
あ
る
い
は
投
げ
出
さ
れ
た
陸
軍
兵
士
た
ち
は
、

背
中
に
救
命
具
を
着
け
て
は
い
ま
し
た
が
、
死
者
も
、
負

傷
者
も
、
生
存
者
も
、
艦
船
か
ら
浮
き
上
が
っ
た
浮
遊
物

と
共
に
、
潮
に
流
さ
れ
、
救
助
を
待
つ
て
い
る
姿
で
し
た
。

い
つ
に
な
る
の
か
、
ど
こ
ま
で
こ
う
し
て
い
る
の
か
、

当
て
も
な
い
波
の
流
れ
る
ま
ま
に
、
見
渡
す
限
り
の
海
原

一
帯
に
漂
流
し
て
い
る
姿
で
し
た
。
死
ぬ
ま
で
忘
れ
ら
れ

な
い
出
来
事
で
し
た
。

復
員
後
、
私
は
、
小
松
製
作
所
、
金
沢
税
務
署
な
ど
に

勤
務
し
ま
し
た
が
、
昭
和
二
十
五
年
に
警
察
予
備
隊
創
設

に
よ
り
入
隊
、
二
十
七
年
、
海
上
警
備
隊（
海
上
自
衛
隊
）

に
転
官
し
、
同
四
十
九
年
十
月
、
一
等
海
尉
で
定
年
退
官
、

そ
の
後
は
、
平
成
元
年
に
定
年
退
職
ま
で
石
川
製
作
所
に

勤
務
し
ま
し
た
。

駆
逐
艦
「
藤
波
」
主
要
目

排
水
量

二
五
二
〇
ト
ン
、
全
長

一
一
九
メ
ー
ト
ル
、

最
大
幅

一
〇
・
八
メ
ー
ト
ル
、

出

力

五
二
、
〇
〇
〇
馬
力
、
速
力

三
五
ノ
ッ
ト
、

魚

雷

ｐ
三
式

一
六
本
、
乗
員

二
二
五
人
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